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平成２３年度９月補正予算の概要 

１ 補正予算の編成の考え方 

今回の補正予算については、平成２３年３月１１日に発生した東日本大地震、大

津波及び東京電力福島第一原子力発電所の重大事故への対応として、市民の安全・

安心を確保する観点から緊急的な原子力災害対策及び公共施設の災害復旧などを

実施するため、災害関連第６次補正予算として必要な予算措置を講ずるとともに、

災害対策の実施を最優先とするため当初予算計上事業を見直し、その財源を活用す

るための歳入歳出予算の調整を併せて行うこととした。 
 

２ 一般会計補正予算（第６号）の概要 

（１）補正予算の規模 

歳入は、国・県支出金、市債などを計上し、歳出は上記の考え方に基づき計上

した。 
この結果、補正額 162,134 千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

46,909,119千円となった。 
 

（２）主な補正内容 

 原子力災害対策（16事業） 196,544千円

 

○新私立保育施設等表土改善事業補助金(P12) 

○新私立保育施設等線量低減化機器等整備事業補助金(P12) 

○新私立保育施設等線量低減化事業補助金(P14) 

○新除染活動アドバイザー事業(P14) 

○新家畜一時飼養所整備事業(P18) 

○新私立幼稚園表土改善事業補助金(P20) 

○新私立幼稚園線量低減化事業補助金(P20) 

○新各施設線量低減化等事業（３事業）(P24,26,28) 

9,405千円

45千円

2,339千円

1,475千円

5,175千円

7,490千円

1,007千円

60,298千円

 ○新社会体育施設表土改善事業(P26) 45,410千円

  臨時小・中学校開設事業(P20) 58,800千円

 地域産業支援（5事業） 618,865千円

 ○新東日本大震災農業生産対策交付金事業補助金(P16) 22,125千円

 ○新被災農家経営再開支援事業補助金(P18) 551,590千円

  木材供給等緊急対策事業補助金(P18) 20,150千円

  震災対策特別資金信用保証料補助金(P20) 25,000千円

 災害復旧（17事業）(P22～28) 1,344,230千円

 ○新は新規事業 
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（３）当初予算の見直し状況 

（単位：千円） 

区 分 事業数 予算増減額 うち一般財源 うち特定財源 

予算を縮小する事業 253 △2,476,947 △1,310,935  △1,166,012

中止・休止する事業 163 △1,411,601  △301,277  △1,110,324

そ の 他 の 事 業 156 602,006 728,059  △126,053

 うち人件費関係  44 457,108 440,336  16,772

合 計 572 △3,286,542 △884,153  △2,402,389

 

 

≪予算を縮小する主な事業≫ 

（単位：千円） 

事 業 名 予算削減額 うち一財削減額

生活保護扶助費 356,301  89,075  

社会資本整備総合交付金事業（鹿島・原町） 286,485   4,085  

子ども手当支給事業  114,387  －  

保育園管理運営事業（共通）（原町区）  112,754  91,528  

乳幼児医療費助成事業 77,736  58,543  

 

≪中止・休止する主な事業≫ 

（単位：千円） 

事 業 名 予算削減額 うち一財削減額

テニスコート増設事業（原町区）  246,136  4,646  

市営陣ヶ崎公園墓地整備事業（原町区）   114,714  38,314  

まごころセンター耐震改修事業（鹿島区）  95,050  5,750  

市道改良整備事業（核燃料税）（小高区） 93,500  500  

浦尻貝塚史跡整備事業 90,785  33,393  

 

≪その他の主な事業≫ 

（単位：千円） 

事 業 名 予算増減額 うち一財増減額

【人件費関係以外】 

公債費 元利（Ｈ22 県貸付金償還支払繰延分） 117,482  117,482  

非常備消防一般経費（消防団員公務災害補償金基金負担金） 23,517  23,517  

県議会議員一般選挙 17,245  －  

その他 △13,346  146,724  

    計 144,898  287,723  

【人件費関係】 

職員給与費 退職金 506,047  506,047  

職員給与費 退職金以外のもの △48,939  △65,711  

    計 457,108  440,336  
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【参考】投資的経費の状況 

（単位：千円）

当初予算 9月補正後 増減

普通建設事業費 2,484,344 907,132 ▲ 1,577,212

災害復旧事業費 4 4,308,051 4,308,047

合　　計 2,484,348 5,215,183 2,730,835

投資的経費の状況

 
 

 

３ 特別会計補正予算の概要 

①国民健康保険特別会計（第１号） 

平成２３年度按分率の決定に伴う補正及び東日本大震災に伴う療養給付費保

険者負担の増などを計上するもので、補正額 1,611,961千円を追加し、補正後の
歳入歳出総額が 9,050,040千円となった。 
 

②介護保険特別会計（第１号） 

介護給付準備基金繰入金決算剰余金の積立てなどを計上するもので、補正額

61,024千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 4,621,548千円となった。 
 

③簡易水道事業特別会計（第１号） 

東日本大震災に伴い災害復旧費を増するものの拡張事業費や管理費などの減

により 93,116千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が 98,892千円となった。 
 

④農業集落排水事業特別会計（第３号） 

東日本大震災に伴う農業集落排水処理施設の災害復旧経費などを計上するも

ので、補正額 604,523 千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 1,024,525 千円
となった。 

 

⑤工場用地等整備事業特別会計（第１号） 

東日本大震災に伴う利子償還金延納分を計上するもので、補正額 483 千円を
追加し、補正後の歳入歳出総額が 89,327千円となった。 

 

⑥後期高齢者医療特別会計（第１号） 

東日本大震災に伴う事務費などを計上するもので、補正額 7,247 千円を追加
し、補正後の歳入歳出総額が 655,113千円となった。 

 

⑦水道事業会計（第１号） 

収益的支出は、東日本大震災に伴う料金減免に係る過年度損益修正損などの

追加により 28,895千円を増額し、補正後の支出総額が 884,314千円となった。 
資本的支出は、東日本大震災に伴い災害復旧費を増するものの水道施設耐震

診断業務委託や拡張事業に係る設計委託費の減などにより 2,280千円を減額し、
補正後の支出総額が 391,796千円となった。 
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⑧病院事業会計（第２号） 

収益的支出は、東日本大震災に伴う病院診療体制の縮小等による経費の減な

どにより1,291,044千円を減額し、補正後の支出総額が3,301,255千円となった。 
資本的支出は、医療機器購入等の建設改良費の減、医師就学（臨時特例）資

金貸与基金の設置などにより 27,356 千円を増額し、補正後の支出総額が
630,984千円となった。 

 
 ⑨工業用水道事業会計（第２号） 

収益的支出は、東日本大震災に伴う料金減免に係る過年度損益修正損などの

追加により 13,452千円を増額し、補正後の支出総額が 349,414千円となった。 
 

⑩下水道事業会計（第１号） 

収益的支出は、東日本大震災に伴う料金減免に係る過年度損益修正損などの

追加により 1,317千円を増額し、補正後の支出総額が 1,257,791千円となった。 
資本的支出は、東日本大震災に伴う災害復旧費などの追加により 536,551 千
円を増額し、補正後の支出総額が 1,868,552千円となった。 

 
 


